
ば
ん
げ
の「
い
い
顔
」み
ぃ
つ
け
た
！

関
連
ペ
ー
ジ
…
P14

塔
寺
い
こ
い
の
森
百
年
委
員
会

あ
い
づ
ば
ん
げ

議
会
だ
よ
り

第
２
回（
６
月
）定
例
会
 

２
一
般
質
問（
８
人
が
登
壇
） 

６
議
会
の
動
き
 

11
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
・
編
集
後
記
 

14

目
次
 －
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第２回定例会

一
般
会
計
補
正
予
算
修
正
案
提
出

古
川
町
政
に
待
っ
た
！

町
が
小
中
学
校
に
入
学
す
る
児
童
生
徒
の
健
や

か
な
成
長
を
願
い
、
子
育
て
世
代
を
応
援
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
保
護
者
に
対
し
、

・
小
学
校
入
学
祝
金　
３
万
円

・
中
学
校
入
学
祝
金　
７
万
円

（
※
入
学
準
備
に
要
す
る
費
用
と
し
て
算
出
）

を
支
給
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

令
和
７
年
度
対
象
者

・
小
学
校
82
名

・
中
学
校
101
名　
　
　
合
計
１
８
３
名

支
給
総
額　
　
　
　
　
　
９
５
３
万
円

一
般
会
計
補
正
予
算
の
一
部
と
し
て
第
２
回
定

例
会
に
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

五
十
嵐
一
夫
議
員
よ
り
、
小
中
学
校
入
学
祝
金
に

つ
い
て
、
次
の
提
出
理
由
か
ら
実
施
し
な
い
旨
の
修

正
を
し
た
い
と
し
て
、
そ
の
費
用
を
削
除
す
る
た
め

の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
提
出
理
由
）

・�

こ
の
度
の
町
長
の
選
挙
公
約
に
あ
っ
た
が
、
選
挙

の
な
い
時
に
は
保
育
料
の
負
担
増
。
令
和
４
年
度

と
５
年
度
で
６
０
０
万
円
の
負
担
増
が
あ
っ
た
。

選
挙
時
は
支
給
す
る
の
か
。
選
挙
目
当
て
と
理
解

し
、
実
施
時
期
と
動
機
が
不
純
で
あ
る
。

・�

長
寿
祝
金
に
は
条
例
が
あ
る
。
入
学
祝
金
に
つ
い

て
も
条
例
を
制
定
し
て
実
施
す
る
の
が
妥
当
で
あ

る
。

・�

ふ
る
さ
と
納
税
か
ら
支
出
す
る
な
ら
ば
、
基
金
・

特
別
会
計
を
作
り
、
明
確
に
支
給
す
る
こ
と
が
正

当
で
あ
る
。

・�

提
案
す
る
に
は
十
分
な
検
討
・
協
議
が
な
さ
れ
て

い
な
い
。

小
中
学
校
入
学
祝
金
の
費
用
を

削
除
す
る
修
正
案

修
正
案
に
対
す
る
質
疑
（
抜
粋
）

小
中
学
校
入
学
祝
金
と
は

　
　
　

物
価
高
騰
に
よ
り
若
者
世
代
が
経
済
的
に

困
っ
て
い
る
中
、
緊
急
的
な
こ
の
よ
う
な
措

置
は
良
い
施
策
だ
と
思
う
。
条
例
制
定
に
当
た
り
、

ど
の
よ
う
な
項
目
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

趣
旨
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

�

（
髙
久
敏
明
議
員
）

　
　
　
全
体
的
な
財
源
や
ど
の
よ
う
な
形
で
支
給
す

る
か
、
金
額
等
が
じ
っ
く
り
検
討
さ
れ
て
い

な
い
。
議
会
と
協
議
し
一
緒
に
考
え
た
い
。
こ
れ
が

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
だ
と
思
う
。

　
救
済
・
支
援
は
良
い
こ
と
だ
が
、
唐
突
に
作
ら
れ

た
の
で
制
度
自
体
に
欠
陥
が
あ
る
。
プ
ロ
セ
ス
を
踏

ん
で
や
る
の
が
議
会
で
あ
る
。

�

（
五
十
嵐
一
夫
議
員
）

問答
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第２回定例会

町長に対する問責決議

記名投票により、
賛成　２票　　反対10票
となり、反対多数で否決されました。

（詳しい賛否は４ページをご覧くだ
さい）

小畑監査委員に対する辞職勧告決議

無記名投票により、
賛成　２票　　　　反対９票
となり、反対多数で否決されました。

〈 採決結果 〉

修
正
案
に
対
す
る
討
論

採
決
の
結
果
は

古
川
町
長
問
責
決
議

小
畑
監
査
委
員
辞
職
勧
告
決
議
も
提
出
さ
れ
る

　
五
十
嵐
一
夫
議
員
よ
り
、
６
月
１
日
執
行
の
町
長

選
挙
に
お
い
て
、
町
議
会
選
出
監
査
委
員
の
小
畑
博

司
議
員
を
古
川
候
補
の
選
挙
対
策
本
部
長
に
就
任
さ

せ
た
（
し
た
）
こ
と
に
つ
い
て
、
五
十
嵐
一
夫
議
員

の
私
見
に
よ
る
と
、
古
川
町
長
に
対
し
て
は
、
二
元

代
表
制
に
お
け
る
町
と
議
会
の
関
係
を
な
い
が
し
ろ

に
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
政
治
責
任
を
問
い
、
小

畑
博
司
議
員（
議
会
選
出
監
査
委
員
）に
対
し
て
は
、

監
査
委
員
は
常
に
公
正
不
変
の
態
度
を
保
持
し
て
監

査
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
二
元
代
表
制
、
議
会
の
機

能
を
失
墜
す
る
行
為
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
監
査
委
員

辞
職
の
勧
告
を
す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
少
子
化
の
中
で
、
子
育
て
世
代
を
応
援
し
た

い
と
い
う
施
策
だ
と
思
う
が
、
一
方
で
高
齢

者
は
ど
う
な
の
か
と
い
う
話
が
さ
れ
て
い
る
。
そ
も

そ
も
子
育
て
世
代
に
対
す
る
施
策
と
高
齢
者
に
対
す

る
施
策
は
平
等
に
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
の
か
、
何

が
平
等
だ
と
思
っ
て
い
る
の
か
、
何
を
優
先
す
べ
き

だ
と
思
っ
て
い
る
の
か
。

�
（
小
畑
博
司
議
員
）

　
　
　

私
が
執
行
者
で
あ
れ
ば
き
ち
ん
と
答
弁
す

る
。
高
齢
者
の
長
寿
祝
金
と
入
学
祝
金
は
別

物
で
あ
る
。
高
齢
者
に
対
し
て
は
切
り
離
し
て
や
る

べ
き
だ
と
思
う
。

�

（
五
十
嵐
一
夫
議
員
）

問答
子
育
て
世
代
の
生
活
は
、
物
価
高
騰
も
続

く
中
で
苦
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
行
政
が

で
き
る
こ
と
は
で
き
る
限
り
早
く
や
る
べ

き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
入
学
祝
金
」
創
設
は

す
ぐ
に
も
実
現
す
べ
き
で
あ
り
、
修
正
案
に
は
反
対

で
あ
る
。

�

（
小
畑
博
司
議
員
）

修
正
案
に
対
す
る
採
決
の
結
果
は

　
賛
成　
２
名　
　

　
反
対　
10
名

と
な
り
、
反
対
多
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。（
詳
し

い
賛
否
は
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　
な
お
、
議
案
第
41
号
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
は
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。（
詳
し
い

賛
否
は
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

さ
ら
に
！
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第２回定例会

（万円未満四捨五入）

令和７年度 補正額 補正後の額

一 般 会 計 5億6,531万円 91億3,828万円
特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 2,505万円 19億2,125万円
介 護 保 険 403万円 24億1,873万円
後 期 高 齢 者 医 療 8万円 2億3,526万円

企
業
会
計

水道（収益的支出） 223万円 4億7,894万円
下水道（収益的支出） 11万円 3億9,847万円

校
医
等
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

令和７年度一般会計補正予算ほか
条 例補正予算 「

内
科
医
」
を
「
小
児
科
医
又
は
内

科
医
」
に
変
更
し
、
小
児
科
医
を
校
医

と
し
て
任
命
で
き
る
よ
う
に
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
髙
久　
敏
明

五
十
嵐
孝
子

目
黒　
克
博

物
江　
政
博

横
山　
智
代

小
畑　
博
司

佐
藤　
宗
太

五
十
嵐
正
康

青
木
美
貴
子

五
十
嵐
一
夫

水
野　
孝
一

酒
井　
育
子

山
口　
　
享

赤
城　
大
地

議案第 41号
令和７年度会津坂下町一般会計補正予算（第
２号）

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 欠 × ○ × ○

議
長

令和７年度会津坂下町一般会計補正予算（第
２号）に対する修正案 × × × × × × × × 欠 ○ × ○ ×

発議第２号
古川庄平町長に対する問責決議 × × × × × × × × 欠 ○ × ○ ×

発議第３号
小畑博司町議会選出監査委員に対する辞職
勧告決議

無記名投票により
賛成２・反対９

退 欠

請願第４号
はたらく女性への健康配慮を求める請願 × ○ × × ○ ○ × × 欠 × × × ×

請願第８号
「消費税 5%への減税を求める意見書」の提
出について

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 × ○ × ○

請願第 10号
国に対し「選択的夫婦別姓制度の導入を求
める意見書」提出についての請願

× ○ × × ○ ○ × × 欠 × × × ×

発委第６号
消費税 5%への減税を求める意見書の提出
について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 × ○ × ○

上記以外の議案は賛成全員で可決しました。　　○：賛成　×：反対　退：退席　　　議長は採決に加わりません。

私はこう判断！私はこう判断！
賛否の分かれた議案

討論 一般会計補正予算に
対する討論

小中学校入学祝金について、予算化が
されていないものに対して補正というの
はおかしいのでは。

計画性に欠けているし、創設ということであれば次
年度入学生から対象でもいいのではないか。
また、長寿祝金と同様に条例化し、しっかりと議論

を重ね、よりよい子育て支援に繋げるべきである。
喫緊の課題は、保護者を含めた「心の支援」であり、

これこそが真の子育て支援である。
したがって、一般会計補正予算に反対である。

酒井育子 議員

近年の物価高騰、実質賃金
のマイナスが続き、厳しい経
済状態が続いている中、子育

て世帯の支援の一環としての小中学校入学
祝金に賛同する。今後とも子育て支援の拡
充に取り組んでいただくことを切に願う。

佐藤宗太 議員
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第２回定例会
請願の結果

件　　名 請　願　者 紹介議員 結 果

第４号 はたらく女性への健康配慮を求め
る請願

会津の大地と健康を守る会
代表　千葉親子 小畑博司 不採択

第６号 地方財政の充実・強化を求める意
見書提出請願書

日本労働組合総連合会福島県連合会
両沼地区連合会
議 長　檜山洋明

小畑博司 継続審査

第７号

「国の『被災児童生徒就学支援等
事業』の継続と、被災児童生徒の
十分な就学支援を求める意見書」
の提出を求める請願書

福島県教職員組合
中央執行委員長　瀬戸禎子
福島県教職員組合両沼支部
支部長　星　和雄

横山智代 採択

第８号 「消費税 5% への減税を求める意
見書」の提出について 消費税廃止各界連絡会

事務局　服部　雅 小畑博司
採択

第９号 「インボイス制度廃止を求める意
見書」の提出について 採択

第 10号
国に対し「選択的夫婦別姓制度の
導入を求める意見書」提出につい
ての請願 新日本婦人の会会津坂下班

代表　保知　栄子 小畑博司

不採択

第 11号
国に対し「女性差別撤廃条約選択
議定書のすみやかな批准を求める
意見書」提出についての請願

継続審査

討論 請願第８号「消費税5%への減税を求める意見書」の
提出について

請願第10号　国に対し「選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書」提出について
の請願

この国の経済を立て直すには大胆
な経済政策が必要である。よって、
消費税は廃止するしかない。

五十嵐孝子 議員

導入すれば、子供の氏の安定性が
侵される。戸籍制度が崩壊するなど
社会秩序の保持にとって大変危惧さ

れる状況となる。本請願の採択によって地方の
方々が困っているかのような誤ったメッセージを
発信するべきではない。
� 髙久敏明 議員

消費税５％への減税は直接の物価
高対策になり中小企業支援にもなる
最も効果的な減税である。すべての

商品・サービスが対象となる５％への減税は幅広
く家計負担の軽減になる。

横山智代 議員

夫婦同姓の強制がアイデンティ
ティの喪失や経済的不利益をもたら
していることは明らかであり、憲法

第24条第１項にある通り「夫婦が同等の権利を
有する」のが基本。どの姓を選ぶかは自由であり
その権利がある。
� 横山智代 議員
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一般質問は議員が町政全般について、現状や方針を問うものです。
一人あたりの持ち時間は答弁を含めて50分間です。今定例会では８人が登壇しました。
掲載している内容は質問者自身が要約し、広報広聴特別委員が校正したものです。
QR コードから、各議員の一般質問の映像をご覧いただけます。
また、会議録もホームページでご覧いただけます。

手続きは簡単。受付簿に名前を書くだけ！
第３回定例会は、令和６年度決算の審議
が行われます。

〈お詫びと訂正〉�あいづばんげ議会だより 217 号　11 ページ上段　青木美貴子議員の空き店舗利用に関する
問の答弁において、「平成 7 年度より」とありますが、「令和 7 年度より」の誤りでした。
お詫びして訂正いたします。

議会を傍聴してみませんか？ 【令和７年第３回定例会日程（予定）】

９月

 ４日(木) 招 集 日
 ８日(月) 一 般 質 問
 ９日(火) 一 般 質 問
12日(金) 決算特別委員会（一般会計）
16日(火) 決算特別委員会（特別会計）
18日(木) 最 終 日

※日程は変更になる場合があります。※日程は変更になる場合があります。

これでいいのか！

町 政

YouTube
(議会トップページ) 会議録

般一 質 問

通告の順番により質問がされました

順番 議席番号 氏　名 通　告　内　容

１ 10 五十嵐一夫 町長の政治姿勢について　ほか

２ １ 髙久　敏明 まちづくりの方針について　ほか

３ ７ 佐藤　宗太 町長公約について　ほか

４ ２ 五十嵐孝子 新庁舎建設事業について　ほか

５ ６ 小畑　博司 教育施設などの防犯対策をどのように考えているか　ほか

６ ８ 五十嵐正康 庁舎建設と財政について　ほか

７ ５ 横山　智代 ２期目の古川町政について　ほか

８ ３ 目黒　克博 町地域防災計画について　ほか
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五
い が ら し

十嵐  一
かず

夫
お

 議員

　
　
　
町
長
選
挙
で
公
約
に
掲
げ
た
小
・

中
学
生
の
入
学
祝
金
は
な
り
ふ
り

構
わ
な
い
政
策
で
、
当
選
す
れ
ば
入
学
時

に
祝
金
が
で
る
、
に
ん
じ
ん
を
ぶ
ら
下
げ

て
の
集
票
で
、
選
挙
目
当
て
で
あ
る
。

　
２
年
前
の
保
育
料
改
定
で
は
、
保
護
者

負
担
を
30
％
か
ら
50
％
へ
増
や
し
た
こ
と

に
よ
り
６
０
０
万
円
の
収
入
増
と
な
り
財

源
の
増
に
寄
与
し
た
。

　
今
回
の
提
案
は
約
１
千
万
円
の
町
支
出

で
あ
る
。直
ち
に
撤
回
す
る
よ
う
求
め
る
。

る
。　
人
づ
く
り
・
少
子
化
対
策
支
援
は

町
づ
く
り
に
お
い
て
重
要
な
柱
と

認
識
し
て
お
り
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、「
小
中
学
校
入
学
祝
金
」
を
盛
り
込

み
ま
し
た
。

引
き
抜
き
基
礎
杭
の
内
容
は

杭
長
、
５
ｍ
か
ら
44
ｍ
の
杭
が
引

き
抜
か
れ
ま
し
た

　
　
　
新
庁
舎
問
題
審
議
不
十
分
の
中
か

ら
。
引
き
抜
い
た
基
礎
杭
の
内
容

と
、
地
盤
へ
の
影
響
は
。

　
　
　
杭
は
合
計
８
３
７
本
、
28
ｍ
以
上

２
３
８
本
最
長
44
ｍ
１
７
１
本
。

基
礎
工
事
費
用
が
増
額
と
な
る
場
合
に

問答問答

　
　
　
新
庁
舎
建
設
の
住
民
説
明
会
に
お

い
て
、
庁
舎
の
移
転
後
も
現
庁
舎

周
辺
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
は
重
要
で
あ
る

と
の
認
識
で
、
地
域
振
興
施
設
の
建
設
を

想
定
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
具
体
的
な
計

画
内
容
と
今
後
ど
の
よ
う
に
事
業
を
進
め

て
い
く
の
か
伺
う
。

　
　
　
初
市
大
俵
引
き
な
ど
祭
り
イ
ベ
ン

ト
の
拠
点
、
食
、
町
巡
り
を
通
し

た
住
民
同
士
や
町
を
訪
れ
た
方
々
と
の
交

流
、
若
者
が
様
々
な
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
き
る
活
動
の
場
な
ど
、
町
民
の

方
々
の
様
々
な
視
点
や
意
見
・
要
望
を
取

り
入
れ
、
周
辺
地
域
の
歴
史
的
な
文
化
・

街
並
み
と
調
和
し
つ
つ
、
人
が
集
い
、
賑

わ
い
、
時
に
は
心
癒
さ
れ
、
全
て
の
町
民

の
方
々
に
愛
着
や
誇
り
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
施
設
整
備
を
、
町
民
の
方
々
と
膝
を

交
え
た
「
対
話
」
を
通
し
て
思
い
を
共
有

し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
試
験
運
行
の
予
定
は

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
本
格
運

用
に
向
け
準
備
し
て
ま
い
り
ま
す

問答

髙
たか

久
く

　敏
とし

明
あき

 議員

現
庁
舎
跡
地
へ
の
賑
わ
い
拠
点
の
整
備
は

入
学
祝
金
は
選
挙
目
当
て

令
和
12
年
度
の
着
工
を
目
指
し
町
民
の
方
々

と
の
対
話
を
重
視
し
進
め
て
参
り
ま
す

門
出
を
祝
い
、
応
援
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す

具
体
的
な
計
画
は

直
ち
に
撤
回
をは

、
建
物
の
構
造
と
基
礎
工
事
を
合
わ
せ

て
調
整
を
計
り
ま
す
。

　
　
　
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
国
県
の
補

助
が
な
い
が
、
国
の
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
政
策
に
乗
れ
ば
様
々
な
補
助
や
支

援
が
あ
り
、
も
う
一
度
立
ち
止
ま
り
冷
静

に
研
究
す
る
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

　
　
　
全
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た

め
に
有
効
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
が
必
須
で
あ
り

ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
バ
ス
を
中
心
と
し
た
公
共
交
通
。
乗
り

や
す
く
す
る
た
め
の
取
り
組
み
、
乗
っ

て
い
た
だ
け
る
た
め
の
取
り
組
み
を
ど

の
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
の
か
。
乗
っ

て
い
た
だ
く
た
め
の
啓
発
は
。

問答

　
　
　
今
年
度
策
定
を
予
定
し
て
い
る
地

域
公
共
交
通
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
、
今
後
の
方
向
性
と
今
年
度
実
施
予
定

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
試
験
運
行
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　
現
状
に
お
い
て
は
、
鉄
道
・
バ
ス

と
も
に
利
用
者
数
は
年
々
減
少
傾

向
に
あ
り
、
タ
ク
シ
ー
を
含
め
た
公
共
交

通
機
関
相
互
の
連
携
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
す
る
な
ど
、
利
便
性
向
上
に
よ

る
利
用
促
進
の
取
り
組
み
を
強
化
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、
持
続
可

能
な
地
域
公
共
交
通
体
系
を
構
築
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も
が

利
用
し
や
す
い
便
利
な
公
共
交
通
体
系
を

構
築
す
る
に
あ
た
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
運
行
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

実
証
実
験
を
行
い
、
本
格
運
用
に
向
け
た

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
坂
下
東
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事

業
進
捗
の
加
速
化
に
つ
い
て

問答

映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→

映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→

坂下行きは、終点坂下でも経
由地が３つに分かれる。どの
バス停にも路線図が無いの
で、どこに行くのか分からな
い。
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五
い が ら し

十嵐孝
たか

子
こ

 議員

　
　
　
町
長
選
挙
で
の
公
約
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
お
ら
れ
る
か
。

　
　
第
六
次
会
津
坂
下
町
振
興
計
画
後

期
計
画
は
、
町
の
将
来
像
で
あ
る

「
や
っ
ぱ
り
“
ば
ん
げ
〟
が
い
い
！
住
み

続
け
た
い
、
や
り
た
い
こ
と
が
あ
ふ
れ
る

ま
ち
」
の
実
現
の
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
の

方
針
と
し
て
策
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
私

が
い
た
だ
い
た
4
年
間
の
中
で
後
期
基
本

計
画
に
基
づ
く
各
種
事
務
事
業
を
一
つ
ひ

と
つ
着
実
に
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
、
私

の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

公
約
に
お
け
る
主
た
る
施
策
を
優
先
的

に
実
施
し
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

あ
り
ま
す
が
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す

る
社
会
情
勢
に
迅
速
か
つ
柔
軟
に
対
応

し
な
が
ら
、
必
要
な
財
源
の
確
保
に
努

め
、「
や
っ
ぱ

り
〝
ば
ん
げ
〟

が
い
い
！
」
と

言
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
魅
力

的
な
ま
ち
を
築

き
上
げ
て
ま
い

り
ま
す
。

問答

　
　
　
国
や
県
で
も
推
進
し
て
い
る
公
共

施
設
の
木
造
化
の
動
き
の
中
で
、

当
町
も
地
元
の
木
材
を
使
っ
た
庁
舎
の
建

設
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
国
・
県
に
お
い
て
は
令
和
３
年
10

月
に
「
都
市
（
ま
ち
）
の
木
造
化

推
進
法
」
が
施
行
さ
れ
、「
ふ
く
し
ま
木

造
化
・
木
質
化
建
築
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が

改
訂
さ
れ
る
な
ど
、
公
共
建
築
物
に
は
、

広
く
住
民
の
利
用
に
供
す
る
も
の
と
し

て
、
木
造
化
・
木
質
化
を
率
先
し
て
い
く

役
割
が
一
層
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

森
林
資
源
の
循
環
利
用
と
い
う
側
面
、

木
材
の
特
徴
で
あ
る
環
境
へ
の
配
慮
、
心

理
面
・
身
体
面
で
の
町
民
や
職
員
へ
の
効

果
な
ど
を
考
え
ま
す
と
、
十
分
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
町
の
訪
問
介
護
の
現
状
に
つ
い
て

事
業
者
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す

　
　
　
超
高
齢
化
社
会
に
よ
り
、
今
後
ま

す
ま
す
介
護
の
需
要
は
高
ま
る
と

推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
支
え
る

介
護
事
業
者
の
倒
産
や
廃
業
が
増
え
、
過

問答問

古
川
町
政
２
期
目
の
公
約
の
優
先
順

位
を
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
か

人
づ
く
り
・
少
子
化
対
策
は
早
急
に
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

町
の
将
来
の
た
め

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

財
源
確
保
の
有
効
な
手
段
の
一
つ

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す

　
　
　
財
政
健
全
化
、
施
設
の
維
持
管
理

や
町
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め

に
、
町
有
施
設
に
積
極
的
に
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
を
活
用
す
べ
き
で
は
。

　
　
本
町
に
限
ら
ず
、
全
国
的
に
人
口

減
少
に
よ
り
税
収
が
減
額
に
な
っ

て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
、
公
共
施

設
の
運
営
・
維
持
管
理
費
用
の
確
保
と
、

持
続
可
能
な
財
政
構
造
を
確
立
す
る
た
め

に
は
、
税
収
に
限
ら
ず
、
多
角
的
な
財
源

確
保
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
よ

り
多
く
の
施
設
で
導
入
す
る
こ
と
が
理
想

で
あ
り
ま
す
。
公
共
施
設
に
限
ら
ず
、
イ

ン
フ
ラ
施
設
等
で
の
導
入
に
つ
い
て
も
検

討
を
進
め
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問答

去
最
多
を
更
新
し
続
け
て
い
る
。そ
こ
で
、

当
町
の
訪
問
介
護
は
ど
の
よ
う
な
現
状
に

あ
る
の
か
、
ヘ
ル
パ
ー
不
足
の
状
況
も
含

め
て
伺
う
。

　
　
　
本
町
に
は
、
訪
問
介
護
事
業
所
が

５
か
所
あ
り
、
ヘ
ル
パ
ー
数
は
常

勤
・
パ
ー
ト
を
合
わ
せ
61
名
お
り
ま
す
。

全
国
的
な
状
況
と
同
じ
く
、
課
題
も
少
な

か
ら
ず
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
職
員

数
の
増
員
が
困
難
で
あ
る
た
め
新
規
利
用

者
の
受
け
入
れ
が
難
し
い
こ
と
や
、
男
性

ス
タ
ッ
フ
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
、
50
代

か
ら
60
代
の
パ
ー
ト
の
ヘ
ル
パ
ー
が
主
力

で
あ
り
、
若
い
職
員
が
少
な
い
こ
と
な
ど

で
す
。

　
現
状
や
課
題
を
、
国
や
県
に
対
し
て
訴

え
、
改
善
要
望
を
し
て
い
く
な
ど
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

答

新
庁
舎
の
木
造
化
・
木
質
化
を
！

時
流
に
の
っ
て

費
用
対
効
果
も
検
証
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す

映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→

映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→

佐
さ

藤
とう

　宗
そう

太
た

 議員   

ネーミングライツにより命名された
「BMI鶴沼球場」
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小
お

畑
ばた

　博
ひろ

司
し

 議員

の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
。
経
済
的

に
も
、
技
術
的
に
も
支
え
が
必
要
と
な
る
新

規
就
農
希
望
者
に
対
し
て
、
現
在
の
支
援
策

は
寄
り
添
っ
た
施
策
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
安
定
し
た
収
入
が
見
込
め
な
い
就

農
初
期
を
、
国
の
交
付
金
制
度
を

活
用
し
て
支
援
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
例
年
、
交
付
時
期
が
遅
れ
、
新
規
就
農

者
の
皆
さ
ん
に
負
担
を
お
か
け
し
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
県
と
協
議
を
重
ね
、
今
年
度

に
つ
き
ま
し
て
は
早
め
の
交
付
を
目
指
し
、

手
続
き
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
規
就
農
者
は
農
業
機
械
や
設
備

の
操
作
、
栽
培
技
術
等
の
経
験
や
知
識
を
必

要
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
一
昨
年
に

設
立
さ
れ
た
「
次
世
代
農
業
者
会
」
の
な
か

に
「
担
い
手
の
育
成
・
確
保
」
に
関
す
る
部

会
を
設
置
し
て
支
援
す
る
体
制
を
強
化
い
た

し
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
経
営
開
始
ま
で
の
大
き
な
資

金
調
達
も
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
町
独
自

の
補
助
制
度
に
つ
き
ま
し
て
も
研
究
を
進
め

る
と
と
も
に
、
国
・
県
・
Ｊ
Ａ
等
関
係
機
関

と
連
携
し
、
就
農
希
望
者
に
寄
り
添
っ
た
丁

寧
な
支
援
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
皆
さ
ん
の
起
業

や
、
定
住
は
進
ん
で
い
る
か
。

答答

五
い が ら し

十嵐 正
まさ

康
やす

 議員

　
　
　
「
子
ど
も
家
庭
庁
」
は
「
子
ど
も
の

安
全
を
守
る
措
置
」
の
運
用
指
針

と
し
て
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
有
効
で
あ
る

と
の
認
識
を
示
し
た
。
一
方
で
は
職
員
の
萎

縮
や
、
関
係
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
も

考
慮
し
つ
つ
、
様
々
な
ケ
ー
ス
を
想
定
し
た

対
策
を
必
要
と
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
近
年
、
教
育
施
設
に
お
け
る
不
審

者
の
侵
入
を
は
じ
め
、
児
童
生
徒

が
巻
き
込
ま
れ
る
事
件
が
全
国
で
発
生
し
て

お
り
、
学
校
現
場
に
お
け
る
防
犯
対
策
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

わ
が
町
で
は
、
来
校
者
用
玄
関
に
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
し
て
お
り
、
不
審
者
が
侵
入
し
た

場
合
に
備
え
、「
さ
す
ま
た
」
や
ネ
ッ
ト
ラ

ン
チ
ャ
ー
等
の
防
犯
用
具
を
配
置
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
幼
稚
園
も
含
め
、
新
た
な
事

案
に
備
え
、
実
情
に
沿
っ
た
き
め
細
や
か
な

対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

新
規
就
農
の
支
援
策
は
就
農
を
希
望
す
る

方
々
に
寄
り
添
っ
た
施
策
に
な
っ
て
い
る
か

関
係
機
関
と
連
携
し
、
最
適
な
就
農
計
画

を
進
め
、
丁
寧
な
支
援
を
展
開
し
ま
す

　
　
　
わ
が
町
の
新
規
就
農
者
は
多
い
方

だ
と
聞
い
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の

就
農
は
親
元
就
農
で
は
な
い
方
々
も
増
え
る

問答問

　
　
　

庁
舎
建
設
費
の
総
額
が
40
億
と

な
っ
て
い
る
が
、
予
算
削
減
の
策

を
講
じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
事
業
費
の
圧
縮
は
必
要
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
現
在
は
、
木
造
化

に
よ
る
補
助
制
度
の
活
用
や
、
基
礎
工
事

費
の
削
減
、
会
議
室
等
を
災
害
時
の
対
策

本
部
や
一
時
避
難
所
と
し
て
利
用
す
る
こ

と
に
よ
り
緊
急
防
災
減
災
事
業
債
を
活
用

す
る
こ
と
等
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
今

年
度
策
定
す
る
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
で
は
、
新

庁
舎
整
備
後
の
業
務
改
善
や
働
き
方
改
革

な
ど
の
視
点
も
含
め
策
定
す
る
予
定
で
あ

り
、
相
互
に
連
携
を
と
り
な
が
ら
新
庁
舎

建
設
基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
、
町
民
や

職
員
を
は
じ
め
と
す
る
全
て
の
利
用
者
に

と
っ
て
安
全
で
使
い
や
す
く
、
よ
り
質
の

高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
効
率
的
な

行
政
運
営
が
可
能
な
新
庁
舎
と
な
る
よ
う

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

町
中
の
振
興
施
設
の
創
成
に
つ
い
て

住
民
の
方
々
の
居
場
所
と
な
る
施

設
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す

問答

　
　
　
古
民
家
を
活
用
し
た「
発
酵
文
化・

そ
ば
伝
承
館
」の
設
置
の
考
え
や
、

図
書
館
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
地
域
振
興

策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
観
光
物
産
協
会
の
蕎
麦
振
興
委
員

会
を
中
心
と
し
て
、
坂
下
町
の
蕎

麦
を
、
文
化
庁
が
実
施
し
て
い
る
「
１
０

０
年
フ
ー
ド
」
の
認
定
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
伝
承
館
の
開
設
を
、

活
気
と
魅
力
が
あ
ふ
れ
人
が
集
う
ま
ち
づ

く
り
の
実
現
に
欠
か
せ
な
い
取
組
の
一
つ

に
位
置
付
け
、
議
論
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
新
た
な
図
書

館
の
設
置
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
全
て
の
年
代
に
向
け

た
図
書
の
充
実
や
、
利
便
性
の
向
上
を
図

り
、
よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
様
の
学
び
の

場
、
憩
い
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
国
土
調
査
に
つ
い
て

問
Ｄ
Ｘ
と
一
体
化
し
た
庁
舎
建
設
計
画
の

必
要
性
に
つ
い
て

問答

庁
舎
建
設
費
予
算
削
減
の
考
え
は

教
育
施
設
な
ど
の
防
犯
対
策
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

事
業
費
の
圧
縮
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

防
犯
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す

策
は
あ
る
の
か

子
ど
も
の
安
全
の
た
め
に

映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→

映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→
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目
め

黒
ぐろ

　克
かつ

博
ひろ

 議員

　
　
　
福
祉
行
政
に
つ
い
て
の
町
長
の
考

え
と
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購

入
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
「
福
祉
」
と
は
、
人
が
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
個
人
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
社
会
全
体

の
幸
せ
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

暮
ら
し
を
豊
か
に
し
生
き
が
い
の
あ
る
人

生
を
支
え
、
命
を
尊
重
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
方
や
高
齢
の
方
が
自
立

し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域
生
活
に

必
要
な
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
体
制

の
構
築
や
、
相
談
支
援
機
能
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購

入
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ず
高
齢
者

に
お
け
る
加
齢
性
難
聴
の
実
情
や
社
会
参

加
の
状
況
等
の
把
握
を
行
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

小
中
学
生
は
元
気
に
登
校
で
き
て
い
る
か

不
登
校
の
小
中
学
生
は
、
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す

　
　
　
小
中
学
生
の
不
登
校
が
全
国
で
急

増
し
て
い
る
が
、
坂
下
町
の
子
ど

も
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て
。
ま
た
、
国

が
設
置
を
進
め
て
い
る
体
育
館
へ
の
空
調

問答問

設
備
の
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
本
町
の
不
登
校
の
実
態
は
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
夏
休
み
明
け
の
２
学
期
か
ら
不

登
校
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
が

長
期
化
し
て
お
り
ま
す
。

　
兄
弟
で
不
登
校
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
不
登
校
に
な
る
要
因
は
様
々
で
、
そ

の
要
因
が
複
雑
に
絡
ん
だ
り
、
理
由
が

は
っ
き
り
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
教

育
委
員
会
で
は
、
本
人
や
保
護
者
の
考
え

を
最
優
先
に
考
え
た
支
援
計
画
に
よ
り
、

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
「
不
登
校

は
ど
の
子
に
も
起
こ
り
得
る
」
と
い
う
認

識
を
も
ち
、
一
人
ひ
と
り
を
よ
く
見
、
小

さ
な
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
ず
、
早
期
に
発
見

で
き
る
よ
う
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
よ
さ
や
、
可

能
性
を
少
し
で
も
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
の
心
の
声
に

耳
を
傾
け
、
寄
り
添
い
な
が
ら
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
近
年
、
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
気
温

上
昇
が
顕
著
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
普
通
教
室
に
は
空
調
が
設
置
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
体
育
館
に
つ
い
て
は
未
設
置

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
令
和
７
年
３
月
に

水
道
事
業
１
０
０
周
年
を
記
念
し
、
町
水

道
事
業
か
ら
各
学
校
体
育
館
へ
大
型
冷
風

機
が
無
償
貸
与
さ
れ
、
今
シ
ー
ズ
ン
よ
り

活
用
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

答

２
期
目
の
古
川
町
政
の
福
祉
行
政（
特
に
障
が
い
者
、高
齢

者
）に
つ
い
て
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か

地
域
生
活
に
必
要
な
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
等
や
相
談
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す

町
長
の
考
え
は

映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→

　
　
　
防
災
教
育
に
お
け
る
指
導
・
課
題

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
小
学
校
で
は
「
自
然
災
害
か
ら
身

を
守
る
」
の
学
習
に
お
い
て
、「
坂

下
学
の
す
す
め
」
で
過
去
の
災
害
の
歴
史

を
確
認
し
、
中
学
校
で
は
日
本
の
地
形
・

気
候
特
色
、
自
然
災
害
と
防
災
の
取
り
組

み
や
、
特
別
学
習
で
災
害
に
対
し
て
ど
の

よ
う
に
身
を
守
る
か
を
実
際
の
訓
練
を
通

し
て
学
習
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
３

月
11
日
に
合
わ
せ
て
東
日
本
大
震
災
の
記

憶
を
繋
ぎ
、
防
災
意
識
を
高
め
る
取
り
組

み
を
し
て
お
り
ま
す
。
各
施
設
に
つ
い
て

も
、
地
域
の
状
況
に
合
わ
せ
た
安
全
設
計

や
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
環
境
の
変
化
に
応
じ

て
今
後
も
定
期
的
に
見
直
し
実
効
性
の
あ

る
も
の
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
幼

児
・
児
童
・
生
徒
ら
が
自
ら
の
命
を
守
る

為
の
主
体
的
な
行
動
を
身
に
着
け
さ
せ
、

避
難
訓
練
後
に
は
適
切
な
避
難
行
動
が
で

き
た
か
振
り
返
り
、
話
し
合
う
時
間
を
充

実
さ
せ
、
自
ら
考
え
・
判
断
・
行
動
で
き

る
子
供
を
育
て
て
ま
い
り
ま
す
。

問答

　
　
　
展
示
中
の
蒸
気
機
関
車
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
と
今
後
の
管
理
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　

展
示
さ
れ
て
い
る
蒸
気
機
関
車

は
、
昭
和
48
年
に
教
育
等
の
展
示

資
料
と
し
て
、
仙
台
鉄
道
管
理
局
よ
り
無

償
で
借
り
受
け
、
管
理
に
つ
い
て
は
町
の

負
担
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
は
南
小

学
校
児
童
の
協
力
を
得
て
除
草
作
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
車
両
は
腐
食
・
劣
化
等

が
進
ん
で
お
り
、
修
繕
に
は
多
額
の
費
用

が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
は
安
全

管
理
上
、
柵
で
囲
み
一
般
公
開
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
蒸
気
機
関
車
周
辺

の
環
境
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
子
供

た
ち
の
情
操
教
育
・
観
光
資
源
等
に
活
用

を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 問答

町
地
域
防
災
計
画
書
の
改
訂
に
つ
い
て
問
う

随
時
、
町
地
域
防
災
計
画
を
見
直
し
、
防

災
・
減
災
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→

環
境
の
変
化
に
対
応
を
！

横
よこ

山
やま

　智
ち

代
よ

 議員

町営駐車場に展示中の蒸気機関車
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議会の動き

４月24日、除草剤埋設箇所を町、議会、営林署の方々と現地視察調査をしてきま
した。
ダイオキシン類を含む「2,4,5-T系除草剤」が昭和47年、宇内地区と高寺地区に埋
設されました。50年以上が経過しコンクリートの劣化も懸念されています。
町議会としても撤去に向け早期に着手していただけるよう、６月９日には会津森
林管理署への要望活動、６月23日には、4班に分かれ、国・県選出国会議員への中
央要望を行いました。

※�会津森林管理署では年２回以上の定期点検を実施しています。これまでに埋設物
が流出するなどといった異常が確認されたことはありません。

早期撤去に向けて

製造過程でダイオキシン類が極微量に含まれることがわかり、ダイオキシ
ン類による催奇形性の恐れがあると指摘されたことから、昭和46年4月に林野
庁長官から各営林局長（現在では森林管理局長）及び都道府県知事に対して、
2,4,5-T系除草剤の使用を中止する通知を発出、当町国有林2ヵ所に埋設されま
した。

2，4，5-T系除草剤とは？

~中央要望（6/23）～

~現地視察（4/24）～ ~会津森林管理署訪問（6/9）～

青山豊久林野庁長官 小熊慎司衆議院議員 根本拓衆議院議員 岩渕友参議院議員
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議会の動き

今年も再会できました
会津坂下会総会に参加しました

町長へ要望書を提出

初めてのWeb行政視察受入

今年も 6月 22 日に東京で開催された会
津坂下会総会に参加してきました。
今年の参加者は総勢 82名、金上・広瀬の
新規メンバーが増え、予想以上に会場内は
盛り上がりまし
た。終盤は全員
で恒例の会津磐
梯山を踊り、次
年の再会を誓い
合いました。

７月 11日に二本松市議会市民常任委員会６名が、「会津坂下町のふるさと納税」について行
政視察されました。
政策財務課の職員 2名が対応し、以下の質疑が取り交わされました。
１）返礼品で多いものは、どのような品物ですか。
２）開発において気にかけていることは何ですか。
３）ふるさと納税が、他の事業にどのように貢献していますか。
４）人気の「ヨギボー」ついて　など

町の担当職員は、「各サイトの商品の選択肢を多くして、お客様がページから離れない工夫や、
地元を回って商品開発の提案などもしている。日々の取り組みの結果、町のふるさと納税がこ
こまできている」と話していました。
Web 行政視察は初めての経験でしたが、今後
こういう形での行政調査を積極的に受け入れてい
くことも必要だと感じました。

１．�町内道路における、自転車通行の現
状を把握し、安全でないと認められ
る箇所については国県と連携し必要
な措置を講ずること。

２．�令和８年４月１日より自転車の交通
違反に対する「交通反則通告制度」
が開始されることを、県公安委員会
や各学校等と連携し、中学生や高校
生を始めとし、町民全体に広く周知
徹底すること。

令和８年４月１
日より、自転車等
の交通違反に対し
「交通反則通告制
度」（青切符）によ
る取り締まりが開始されることに伴い、
自転車が安全に通行できる道路環境の整
備等、町民の安心安全な交通環境のため、
下記のとおり要望書を提出しました。

町の政策財務課職員二本松市議会市民常任委員会の方々
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議会の動き

“ばんげ„の明るい未来のために
ばんげ未来トーク派遣依頼募集!!ばんげ未来トーク派遣依頼募集!!

　７月24日、昭和村において「第35回両沼地方町村議会議
員大会」が行われました。両沼７町村から提出された12件
の議題が審議されました。多くは、河川や道路整備の取り
組みなどについてでした。

ぜひ私たちと一緒に「ばんげの明
るい未来」について語り合いましょ
う！皆さんの声をお聞かせください！
～・～・～・～・～・～・～・～・～・
◎申込方法◎
実施希望日の３週間前までに、議
会事務局へお申し込みください。
お申し込みの際は、所定の様式に
記入していただく必要があります。
下記HPからダウンロードしていた
だくか、事務局までお問合せくださ
い。
会津坂下町議会事務局
電話　８４－１５０７

１．実施期間
令和７年８月25日～令和８年１月31日
（土日祝、夜間も可。※年末年始を除く）

２．懇談時間
１時間～１時間30分程度

３．テ ー マ
①移住定住　②子育て支援・教育
③産業振興・雇用　④高齢者・障がい者福祉
⑤環境・まちづくり　⑥防災　⑦その他

４．対 象
町内在住、在勤、在学の５名以上のグループ

５．経 費
無料（※公共施設以外での開催経費は申込者で
ご負担ください）

　本町議会からは、総務産業建設常任委員会委員長の髙久敏
明議員より次の２件の議題を提出し、可決されました。

１）�一般県道熱塩加納会津坂下線（新舘地内）の右折レーン
滞留長の延長及び狭

きょう
隘
あい
区間の解消について

２）�観光資源としてのJR只見線の利活用促進と沿線町村へ
の観光誘客の取り組みの支援促進について

　また、両沼７町村を代表して、赤城大地議長が「積極
的な議会活動を通じ、町村自治のさらなる振興発展のた
め、一致結束して果敢に行動していく」などの宣言文を
朗読し、２年に一度の議員大会は幕を閉じました。

結束して地方創生！
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みんなのひろば

この委員会は、「百年後を語り合いな
がら」「焦らず、ゆっくり、長続きする会」
をモットーに、平成 22 年に設立されま
した。

現在会員は 16 名で、年５回程度活動
をしています。

花の咲く季節には、町内外問わずたく
さんの方に見に来てほしいという想いか
ら、いこいの森の美しい景観を守るため、
山道の草刈りや花の植栽、車道の整備な
どを精力的に行っています。

百年委員会
塔寺いこいの森

第２１８号は、「塔寺いこいの森百年委員
会」を広報広聴委員の山口享が取材しまし
た。

ばんげの「いい顔」みぃつけた！
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山が好きな人 自然が好きな人山が好きな人 自然が好きな人
老若男女 年齢問わず老若男女 年齢問わず

メンバーを募集しています！メンバーを募集しています！


